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【手続補正書】
【提出日】平成23年2月17日(2011.2.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　潜像を担持する潜像担持体と、
　前記潜像担持体を帯電させる帯電器と、
　前記潜像担持体を露光して前記潜像を形成する露光部と、
　トナー及びキャリア液を含む液体現像剤を担持する現像剤担持体、螺旋状の溝を有して
前記現像剤担持体に液体現像剤を供給する現像剤供給部材、前記現像剤担持体をクリーニ
ングする現像剤担持体クリーニング部材、及び液体現像剤を貯留する現像剤容器を有し、
前記潜像担持体に形成された前記潜像を現像する現像部と、
　前記潜像担持体に現像された像が転写される転写部材と、
　画像情報を判別する判別手段と、を備え、
　前記現像剤容器は、前記現像剤供給部材が前記現像剤担持体に供給する液体現像剤を貯
留する供給部、前記現像剤担持体クリーニング部材により回収された液体現像剤を回収す
る回収部、及び前記供給部と前記回収部との間に設けられて液体現像剤が移動可能な仕切
部を有し、
　前記判別手段の判別に基づいて前記仕切部を移動する液体現像剤の量を調整することを
特徴とする画像形成方法。
【請求項２】
　前記判別手段は、予め定めた所定値と、印刷画像の画線率とを比較する手段であり、前
記印刷画像の画線率が前記所定値よりも大きい値のとき、前記仕切部を移動する液体現像
剤の量を多くする請求項１に記載の画像形成方法。
【請求項３】
　潜像を担持する潜像担持体と、
　前記潜像担持体を帯電させる帯電器と、
　前記潜像担持体を露光して前記潜像を形成する露光部と、
　トナー及びキャリア液を含む液体現像剤を担持する現像剤担持体、螺旋状の溝を有して
前記現像剤担持体に液体現像剤を供給する現像剤供給部材、前記現像剤担持体をクリーニ
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ングする現像剤担持体クリーニング部材、前記現像剤供給部材により前記現像剤担持体に
供給する液体現像剤を貯留する供給部、前記現像剤担持体クリーニング部材で回収された
液体現像剤を貯留する回収部、及び前記供給部と前記回収部との間を仕切るとともに前記
供給部から前記回収部へ液体現像剤を移動させる仕切部を有し、前記潜像担持体に形成さ
れた前記潜像を現像する現像部と、
　前記供給部へ液体現像剤を供給する液体現像剤を貯留する液体現像剤貯留部と、
　前記潜像担持体に現像された像が転写される転写部材と、
　画像情報を判別する判別手段と、
　前記判別手段の判別に基づいて前記仕切部を移動する液体現像剤の量を調整する調整部
と、
を備えることを特徴とする画像形成装置。
【請求項４】
　前記仕切部に鉛直方向に移動するあふれ板と、前記あふれ板を鉛直方向に移動させるあ
ふれ部材移動手段を有し、
　前記調整部は、前記あふれ板移動手段により前記あふれ板を鉛直方向に移動させて行う
請求項３に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記供給部に配され前記供給部に貯留された液体現像剤を撹拌する撹拌部材と、
　前記供給部に配され前記仕切部を移動する液体現像剤の量を制御するあふれ量制御用部
材と、
　あふれ量制御用部材を駆動するあふれ量制御用部材駆動手段と、
を有し、
　前記調整部は、あふれ量制御用部材駆動手段を駆動させて前記仕切部を移動する液体現
像剤の量を調整する請求項３に記載の前記画像形成装置。
【請求項６】
　前記供給部に配されて前記供給部に貯留された液体現像剤を中央部から軸方向両端側に
搬送する撹拌部材と、
　前記攪拌部材を駆動させる攪拌部材駆動手段と、を備え、
　前記仕切部は、前記軸方向の両端側に液体現像剤を前記供給部から前記回収部へ移動さ
せる移動部を有し、
　前記調整部は、前記撹拌部材を駆動する撹拌部材駆動手段を駆動させて前記仕切部を移
動する液体現像剤の量を調整する請求項３に記載の画像形成装置。
【請求項７】
　前記現像部で現像された前記潜像担持体をスクイーズして液体現像剤を回収するスクイ
ーズ部と、を有し、
　前記スクイーズ部により回収された液体現像剤は、前記回収部で回収する請求項３乃至
請求項６のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の画像形成方法では、潜像を担持する潜像担持体と、前記潜像担持体を帯電させ
る帯電器と、前記潜像担持体を露光して前記潜像を形成する露光部と、トナー及びキャリ
ア液を含む液体現像剤を担持する現像剤担持体、螺旋状の溝を有して前記現像剤担持体に
液体現像剤を供給する現像剤供給部材、前記現像剤担持体をクリーニングする現像剤担持
体クリーニング部材、及び液体現像剤を貯留する現像剤容器を有し、前記潜像担持体に形
成された前記潜像を現像する現像部と、前記潜像担持体に現像された像が転写される転写
部材と、画像情報を判別する判別手段と、を備え、前記現像剤容器は、前記現像剤供給部
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材が前記現像剤担持体に供給する液体現像剤を貯留する供給部、前記現像剤担持体クリー
ニング部材により回収された液体現像剤を回収する回収部、及び前記供給部と前記回収部
との間に設けられて液体現像剤が移動可能な仕切部を有し、前記判別手段の判別に基づい
て前記仕切部を移動する液体現像剤の量を調整するので、大幅な構成変更をする必要がな
く、現像剤容器等での液体現像剤の濃度の均一性を高くすると共に、画質良好で低コスト
な画像形成方法を提供することが可能となる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　さらに、本発明の画像形成装置では、潜像を担持する潜像担持体と、前記潜像担持体を
帯電させる帯電器と、前記潜像担持体を露光して前記潜像を形成する露光部と、トナー及
びキャリア液を含む液体現像剤を担持する現像剤担持体、螺旋状の溝を有して前記現像剤
担持体に液体現像剤を供給する現像剤供給部材、前記現像剤担持体をクリーニングする現
像剤担持体クリーニング部材、前記現像剤供給部材により前記現像剤担持体に供給する液
体現像剤を貯留する供給部、前記現像剤担持体クリーニング部材で回収された液体現像剤
を貯留する回収部、及び前記供給部と前記供給部との間を仕切るとともに前記供給部から
前記回収部へ液体現像剤を移動させる仕切部を有し、前記潜像担持体に形成された前記潜
像を現像する現像部と、前記供給部へ液体現像剤を供給する液体現像剤を貯留する液体現
像剤貯留部と、前記潜像担持体に現像された像が転写される転写部材と、画像情報を判別
する判別手段と、前記判別手段の判別に基づいて前記仕切部を移動する液体現像剤の量を
調整する調整部と、を備えるので、大幅な構成変更をする必要がなく、簡単な構成で現像
剤容器等での液体現像剤の濃度の均一性を高くすると共に、画質良好で低コストな画像形
成装置を提供することが可能となる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　また、前記仕切部に鉛直方向に移動するあふれ板と、前記あふれ板を鉛直方向に移動さ
せるあふれ部材移動手段を有し、前記調整部は、前記あふれ板移動手段により前記あふれ
板を鉛直方向に移動させて行うので、大幅な構成変更をする必要がなく、簡単な構成で現
像剤容器等での液体現像剤の濃度の均一性を高くすると共に、画質良好で低コストな画像
形成装置を提供することが可能となる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　また、前記供給部に配され前記供給部に貯留された液体現像剤を撹拌する撹拌部材と、
前記供給部に配され前記仕切部を移動する液体現像剤の量を制御するあふれ量制御用部材
と、あふれ量制御用部材を駆動するあふれ量制御用部材駆動手段と、を有し、前記調整部
は、あふれ量制御用部材駆動手段を駆動させて前記仕切部を移動する液体現像剤の量を調
整するので、大幅な構成変更をする必要がなく、簡単な構成で現像剤容器等での液体現像
剤の濃度の均一性を高くすると共に、画質良好で低コストな画像形成装置を提供すること
が可能となる。
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【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　また、前記供給部に配されて前記供給部に貯留された液体現像剤を中央部から軸方向両
端側に搬送する撹拌部材と、前記攪拌部材を駆動させる攪拌部材駆動手段と、を備え、前
記仕切部は、前記軸方向の両端側に液体現像剤を前記供給部から前記回収部へ移動させる
移動部を有し、前記調整部は、前記撹拌部材を駆動する撹拌部材駆動手段を駆動させて前
記仕切部を移動する液体現像剤の量を調整するので、大幅な構成変更をする必要がなく、
簡単な構成で現像剤容器等での液体現像剤の濃度の均一性を高くすると共に、画質良好で
低コストな画像形成装置を提供することが可能となる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　また、前記現像部で現像された前記潜像担持体をスクイーズして液体現像剤を回収する
スクイーズ部と、を有し、前記スクイーズ部により回収された液体現像剤は、前記回収部
で回収するので、現像剤担持体クリーニング部材表面の液体現像剤が流動しやすくなり、
そのための部材の追加等が必要ないため、装置の小型化、コスト低減が可能となる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　以下、本発明の実施の形態を、図面を参照しつつ説明する。図１は本発明の実施の形態
に係る画像形成装置を構成する主要構成要素を示した図である。画像形成装置の中央部に
配置された各色の潜像担持体１０Ｙ、１０Ｍ、１０Ｃ、１０Ｋに対し、現像部としての現
像ユニット３０Ｙ、３０Ｍ、３０Ｃ、３０Ｋ、現像剤回収補給装置７０Ｙ、７０Ｍ、７０
Ｃ、７０Ｋは、画像形成装置の下部に配置され、転写部材としての中間転写ベルト４０、
二次転写部６０は、画像形成装置の上部に配置されている。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　潜像担持体１０Ｙ、１０Ｍ、１０Ｃ、１０Ｋの周囲には、帯電器１１Ｙ、１１Ｍ、１１
Ｃ、１１Ｋ、露光部としての露光ユニット１２Ｙ、１２Ｍ、１２Ｃ、１２Ｋ等を備えてい
る。露光ユニット１２Ｙ、１２Ｍ、１２Ｃ、１２Ｋは、ＬＥＤ等を並べたラインヘッド等
からなり、帯電器１１Ｙ、１１Ｍ、１１Ｃ、１１Ｋにより、潜像担持体１０Ｙ、１０Ｍ、
１０Ｃ、１０Ｋを一様に帯電させ、露光ユニット１２Ｙ、１２Ｍ、１２Ｃ、１２Ｋにより
、入力された画像信号に基づいて、変調されたレーザ光を照射して、帯電された潜像担持
体１０Ｙ、１０Ｍ、１０Ｃ、１０Ｋ上に静電潜像を形成する。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　潜像担持体１０Ｙ周辺は、潜像担持体１０Ｙの外周の回転方向に沿って、除電装置１６
Ｙ、潜像担持体クリーニングブレード１７Ｙ及び現像剤回収部１８Ｙからなるクリーニン
グ装置、帯電器１１Ｙ、露光ユニット１２Ｙ、現像ユニット３０Ｙの現像ローラ２０Ｙ、
第１スクイーズローラ１３ａＹと第１スクイーズローラクリーニングブレード１３ｂＹか
らなる第１スクイーズ部１３Ｙ及び第２スクイーズローラ１４ａＹと第２スクイーズロー
ラクリーニングブレード１４ｂＹからなる第２スクイーズ部１４Ｙが配置されている。そ
して、現像ユニット３０Ｙは、現像ローラ２０Ｙの外周に、現像剤担持体クリーニングブ
レードとしての現像ローラクリーニングブレード２１Ｙ、アニロクスローラを用いた現像
剤供給ローラ３２Ｙが配置され、液体現像剤容器３１Ｙの中に撹拌部材としての液体現像
剤撹拌オーガ３６Ｙ、現像剤供給ローラ３２Ｙが収容されている。また、中間転写ベルト
４０に沿って、潜像担持体１０Ｙと対向する位置に一次転写部の一次転写ローラ５１Ｙが
配置されている。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　現像ユニット３０Ｙは、該液体現像剤を担持する現像ローラ２０Ｙ、現像ローラ２０Ｙ
のクリーニングを行う現像ローラクリーニングブレード２１Ｙ、現像ローラ２０Ｙ上の現
像剤に圧縮状態を形成する現像剤圧縮部材２２Ｙ、液体現像剤を攪拌して一様の分散状態
に維持し現像ローラ２０Ｙに供給するための現像剤供給ローラ３２Ｙと現像剤規制ブレー
ド３３Ｙ、及び、キャリア液内にトナーを概略重量比２５％程度に分散した状態の液体現
像剤を貯蔵する現像剤容器３１Ｙ等を有する。また、現像剤容器３１Ｙは、供給部３１ａ
Ｙと回収部３１ｂＹを有し、供給部３１ａＹは、現像剤容器３１Ｙの現像剤を撹拌する撹
拌オーガ３６Ｙ、撹拌オーガ３６Ｙに後述する液体現像剤貯留部７１Ｙから液体現像剤を
供給する連通部３５Ｙ等を有し、回収部３１ｂＹは、現像ローラクリーニングブレード２
１Ｙ、第１スクイーズローラクリーニングブレード１３ｂＹ及び第２スクイーズローラク
リーニングブレード１４ｂＹが掻き落とした液体現像剤を回収し、液体現像剤貯留部７１
Ｙに送る螺旋状の羽を有する搬送部材としての回収オーガ３４Ｙ等を有する。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　次に、キャリア液除去部としてのスクイーズ部について説明する。本実施形態のスクイ
ーズ部は、第１スクイーズ部１３と、第２スクイーズ部１４とを有し、潜像担持体１０Ｙ
に対向して現像ローラ２０Ｙの下流側に配置され、潜像担持体１０Ｙに当接して、現像さ
れたトナー像の余剰現像剤を回収するものである。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
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　第１スクイーズ部１３は、図６に示すように、表面に第１弾性体１３ａ－１Ｙを被覆し
て潜像担持体１０Ｙに摺接して回転する弾性ローラ部材から成る第１スクイーズローラ１
３ａＹと、図２に示すように、該第１スクイーズローラ１３ａＹに押圧摺接して表面をク
リーニングする第１スクイーズローラクリーニングブレード１３ｂＹとから構成される。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　また、第２スクイーズ部１４は、図６に示した第１スクイーズ部１３と同様に、表面に
第２弾性体１４ａ－１Ｙを被覆して潜像担持体１０Ｙに摺接して回転する弾性ローラ部材
から成る第２スクイーズローラ１４ａＹと、図２に示すように、該第２スクイーズローラ
１４ａＹに押圧摺接して表面をクリーニングする第２スクイーズローラクリーニングブレ
ード１４ｂＹとから構成される。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　スクイーズ部１３，１４は、潜像担持体１０Ｙに現像された現像剤Ｄから余剰なキャリ
ア液Ｃ及び本来不要なカブリトナーＴ″を回収し、顕像内のトナー粒子比率を上げる機能
を有する。余剰キャリア液Ｃの回収能力は、第１スクイーズローラ１３ａＹ及び第２スク
イーズローラ１４ａＹの回転方向及び潜像担持体１０Ｙ表面の周速度に対する第１スクイ
ーズローラ１３ａＹ及び第２スクイーズローラ１４ａＹ表面の相対的な周速度差によって
所望の回収能力に設定することが可能であり、潜像担持体１０Ｙに対してカウンタ方向に
回転させると回収能力は高まり、また、周速度差を大きく設定しても回収能力が高まり、
更に、この相乗作用も可能である。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　本実施形態では、液体現像剤は、現像ユニット３０Ｙ及び潜像担持体１０Ｙから回収さ
れる。現像ユニット３０Ｙの現像剤回収オーガ３４Ｙ側に回収された液体現像剤は、回収
路としての現像ユニット回収路７２Ｙを介して液体現像剤貯留部７１Ｙに回収される。ま
た、潜像担持体１０Ｙから潜像担持体クリーニングブレード１７Ｙ及び現像剤回収部１８
Ｙからなる潜像担持体クリーニング装置１５Ｙにより回収された液体現像剤は、潜像担持
体回収路７３Ｙを介して液体現像剤貯留部７１Ｙに回収される。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６９】
　実施例１では、第１低壁部３７ａＹ及び第２低壁部３７ｂＹに、あふれ部材としてのあ
ふれ板１３７Ｙが高さ調節可能に設けられている。あふれ板１３７Ｙは、板状部１３７ａ
Ｙと、一端側を板状部１３７ａＹに設けられ、他端側にラック部１３７ｃＹを形成した移
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動軸１３７ｂＹとを有する。あふれ板１３７Ｙは、ラック部１３７ｃＹと噛み合うピニオ
ンギヤ１３８ａＹを有するあふれ部材移動手段としてのあふれ板駆動モータ１３８Ｙによ
り駆動され、上下方向に移動可能とされている。なお、あふれ板１３７Ｙの下方には現像
剤容器３１Ｙとの間に抑えバネ１３９Ｙが設置されている。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７０】
　このような構造において、実施例１では、前述したように、画線率によりあふれ板１３
７Ｙの高さを調節する。図１４に示すように、パソコン等１０１から印刷データが送信さ
れると、プリンタ１１０内のバッファメモリ１１１にデータが一時記憶され、判別手段と
してのＣＰＵ１１２に信号が送信される。ＣＰＵ１１２では、送信された信号から画線率
を計算し、その画線率から要求するあふれ板１３７Ｙの高さを求め、現在のあふれ板１３
７Ｙの高さからの修正量をモータ駆動回路１１３に指示する。モータ駆動回路１１３は、
あふれ板駆動モータ１３８Ｙによりあふれ板１３７Ｙを所定の高さに駆動させる。なお、
ＣＰＵ１１２、モータ駆動回路１１３、あふれ板駆動モータ１３８Ｙ、及びあふれ板１３
７Ｙのうちの少なくとも１つが、ＣＰＵ１１２の判別に基づいて液位調整板３７Ｙを移動
する液体現像剤の量を調整する調整部を構成する。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７７】
　このような構造において、実施例２では、前述したように、画線率によりあふれ量制御
スクリュー２３７の回転数を調節する。図１７に示すように、パソコン等１０１から印刷
データが送信されると、プリンタ１１０内のバッファメモリ１１１にデータが一時記憶さ
れ、判別手段としてのＣＰＵ１１２に信号が送信される。ＣＰＵ１１２では、送信された
信号から画線率を計算し、その画線率から要求するあふれ量制御スクリュー２３７の回転
数を求め、現在のあふれ量制御スクリュー２３７の回転数からの修正量をモータ駆動回路
１１３に指示する。モータ駆動回路１１３は、あふれ量制御スクリュー駆動モータ２３８
Ｙによりあふれ量制御スクリュー２３７を所定の回転数で駆動させる。なお、ＣＰＵ１１
２、モータ駆動回路１１３、あふれ量制御スクリュー駆動モータ２３８Ｙ、及びあふれ量
制御スクリュー２３７のうちの少なくとも１つが、ＣＰＵ１１２の判別に基づいて液位調
整板３７Ｙを移動する液体現像剤の量を調整する調整部を構成する。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８４】
　このような構造において、実施例３では、前述したように、撹拌オーガ３６Ｙの回転数
を調節する。図２０に示すように、パソコン等１０１から印刷データが送信されると、プ
リンタ１１０内のバッファメモリ１１１にデータが一時記憶され、判別手段としてのＣＰ
Ｕ１１２に信号が送信される。ＣＰＵ１１２では、送信された信号から画線率を計算し、
その画線率から要求する撹拌オーガ３６Ｙの回転数を求め、現在の撹拌オーガ３６Ｙの回
転数からの修正量をモータ駆動回路１１３に指示する。モータ駆動回路１１３は、撹拌オ
ーガ駆動モータ３３８Ｙにより撹拌オーガ３６Ｙを所定の回転数に駆動させる。なお、Ｃ
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ＰＵ１１２、モータ駆動回路１１３、撹拌オーガ駆動モータ３３８Ｙ、及び撹拌オーガ３
６Ｙのうちの少なくとも１つが、ＣＰＵ１１２の判別に基づいて液位調整板３７Ｙを移動
する液体現像剤の量を調整する調整部を構成する。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８７】
　このように、本実施形態の画像形成方法では、潜像を担持する潜像担持体１０Ｙと、潜
像担持体１０Ｙを帯電させる帯電器１１Ｙと、潜像担持体１０Ｙを露光露光して潜像を形
成する露光部１２Ｙと、トナー及びキャリア液を含む液体現像剤を担持する現像ローラ２
０Ｙ、螺旋状の溝を有して現像ローラ２０Ｙに液体現像剤を供給する現像剤供給ローラ３
２Ｙ、現像ローラ２０Ｙ上の液体現像剤をクリーニングする現像ローラクリーニングブレ
ード２１Ｙ、及び液体現像剤を貯留する現像剤容器３１Ｙを有し、潜像担持体１０Ｙに形
成された潜像を現像する現像部３０Ｙと、潜像担持体１０Ｙに現像された像が転写される
中間転写ベルト４０と、画像情報を判別するＣＰＵ１１２と、を備え、現像剤容器３１Ｙ
は、現像剤供給ローラ３２Ｙが現像ローラ２０Ｙに供給する液体現像剤を貯留する供給部
３１ａＹ、現像ローラクリーニングブレード２１Ｙにより回収された液体現像剤を回収す
る回収部３１ｂＹ、及び供給部３１ａＹと回収部３１ｂＹとの間に設けられ、液体現像剤
が移動可能な液位調整板３７Ｙを有し、ＣＰＵ１１２の判別に基づいて液位調整板３７Ｙ
を移動する液体現像剤の量を調整するので、大幅な構成変更をする必要がなく、現像剤容
器３１Ｙ等での液体現像剤の濃度の均一性を高くすると共に、画質良好で低コストな画像
形成方法を提供することが可能となる。
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８９】
　さらに、本発明の画像形成装置では、潜像を担持する潜像担持体１０Ｙと、潜像担持体
１０Ｙを帯電させる帯電器１１Ｙと、潜像担持体１０Ｙを露光して潜像を形成する露光部
１２Ｙと、トナー及びキャリア液を含む液体現像剤を担持する現像ローラ２０Ｙ、螺旋状
の溝を有して現像剤担持体に液体現像剤を供給する現像剤供給ローラ３２Ｙ、現像ローラ
２０Ｙをクリーニングする現像ローラクリーニングブレード２１Ｙ、現像剤供給ローラ３
２Ｙにより現像ローラ２０Ｙに供給する液体現像剤を貯留する供給部３１ａＹ、現像ロー
ラクリーニングブレード２１Ｙで回収された液体現像剤を貯留する回収部３１ｂＹ、及び
供給部３１ａＹと回収部３１ｂＹとの間を仕切るとともに供給部３１ａＹから回収部３１
ｂＹへ液体現像剤を移動させる液位調整板３７Ｙを有し、潜像担持体１０Ｙに形成された
潜像を現像する現像部３０Ｙと、供給部３１ａＹへ液体現像剤を供給する液体現像剤を貯
留する液体現像剤貯留部７１Ｙと、潜像担持体１０Ｙに現像された像が転写される中間転
写ベルト４０と、画像情報を判別するＣＰＵ１１２と、ＣＰＵ１１２の判別に基づいて液
位調整板３７Ｙを移動する液体現像剤の量を調整する調整部と、を備えるので、大幅な構
成変更をする必要がなく、簡単な構成で現像剤容器等での液体現像剤の濃度の均一性を高
くすると共に、画質良好で低コストな画像形成装置を提供することが可能となる。
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９０
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００９０】
　また、液位調整板３７Ｙに鉛直方向に移動するあふれ板１３７Ｙと、あふれ板１３７Ｙ
を鉛直方向に移動させるあふれ板駆動モータ１３８Ｙを有し、調整部は、駆動モータ１３
８Ｙによりあふれ板１３７Ｙを鉛直方向に移動させて行うので、大幅な構成変更をする必
要がなく、簡単な構成で現像剤容器３１Ｙ等での液体現像剤の濃度の均一性を高くすると
共に、画質良好で低コストな画像形成装置を提供することが可能となる。
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９１】
　また、供給部３１ａＹに配され供給部３１ａＹに貯留された液体現像剤を撹拌する撹拌
オーガ３６Ｙと、供給部３１ａＹに配され液位調整板３７Ｙを移動する液体現像剤の量を
制御するあふれ量制御スクリュー２３７Ｙと、あふれ量制御スクリュー２３７Ｙを駆動す
るあふれ量制御スクリュー駆動モータ２３８Ｙと、を有し、調整部は、あふれ量制御スク
リュー駆動モータ２３８Ｙを駆動させて液位調整板３７Ｙを移動する液体現像剤の量を調
整するので、大幅な構成変更をする必要がなく、簡単な構成で現像剤容器３１Ｙ等での液
体現像剤の濃度の均一性を高くすると共に、画質良好で低コストな画像形成装置を提供す
ることが可能となる。
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９２】
　また、供給部３１ａＹに配されて供給部３１ａＹに貯留された液体現像剤を中央部から
軸方向両端側に搬送する撹拌オーガ３６Ｙと、攪拌オーガ３６Ｙを駆動させる攪拌オーガ
駆動モータ３３８Ｙと、を備え、液位調整板３７Ｙは、軸方向の両端側に液体現像剤を供
給部３１ａＹから回収部３１ｂＹへ移動させる第１低壁部３７ａＹ及び第２低壁部３７ｂ
Ｙを有し、調整部は、撹拌オーガ３６Ｙを駆動する攪拌オーガ駆動モータ３３８Ｙを駆動
させて液位調整板３７Ｙを移動する液体現像剤の量を調整するので、大幅な構成変更をす
る必要がなく、簡単な構成で現像剤容器３１Ｙ等での液体現像剤の濃度の均一性を高くす
ると共に、画質良好で低コストな画像形成装置を提供することが可能となる。
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９３】
　また、現像部３０Ｙで現像された潜像担持体１０Ｙをスクイーズして液体現像剤を回収
するスクイーズ部１３Ｙ，１４Ｙと、を有し、スクイーズ部１３Ｙ，１４Ｙにより回収さ
れた液体現像剤は、回収部３１ｂＹで回収するので、現像ローラクリーニングブレード２
１Ｙ表面の液体現像剤が流動しやすくなり、そのための部材の追加等が必要ないため、装
置の小型化、コスト低減が可能となる。
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９５
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００９５】
　１０Ｙ，１０Ｍ，１０Ｃ，１０Ｋ…感光体（潜像担持体）、１１Ｙ，１１Ｍ，１１Ｃ，
１１Ｋ…帯電器、１２Ｙ，１２Ｍ，１２Ｃ，１２Ｋ…露光ユニット（露光部）、１３Ｙ…
第１スクイーズ部、１３ａＹ…第１スクイーズローラ、１３ｂＹ…第１スクイーズローラ
クリーニングブレード、１４Ｙ…第２スクイーズ部、１４ａＹ…第２スクイーズローラ、
１４ｂＹ…第２スクイーズローラクリーニングブレード、１６Ｙ…除電装置、１７Ｙ…潜
像担持体ブレード、１８Ｙ…潜像担持体クリーニング液回収部、２０Ｙ，２０Ｍ，２０Ｃ
，２０Ｋ…現像ローラ（現像剤担持体）、２１Ｙ…現像ローラクリーニングブレード（現
像剤担持体クリーニング部材）、２２Ｙ…現像剤圧縮装置、３０Ｙ，３０Ｍ，３０Ｃ，３
０Ｋ…現像ユニット（現像部）、３１Ｙ，３１Ｍ，３１Ｃ，３１Ｋ…現像剤容器、３１ａ
Ｙ…供給部、３１ｂＹ…回収部、３２Ｙ，３２Ｍ，３２Ｃ，３２Ｋ…現像剤供給ローラ（
現像剤供給部材）、３３Ｙ…現像剤規制ブレード、３４Ｙ…回収オーガ、３５Ｙ…連通部
、３６Ｙ…撹拌オーガ（撹拌部材）、３７Ｙ…液位調整板（仕切部）、５０Ｙ，５０Ｍ，
５０Ｃ，５０Ｋ…一次転写バックアップローラ、４０…中間転写ベルト（転写部材）、４
１…ベルト駆動ローラ、４２…テンションローラ、４６…中間転写ベルトクリーニングブ
レード、４７…中間転写ベルトクリーニング液回収部、５０…一次転写部、５１…一次転
写ローラ、６０…二次転写ユニット、６１…二次転写ローラ、６２…二次転写ローラブレ
ード、６３…二次転写ローラクリーニング液回収部、７０Ｙ…現像剤回収補給装置、７１
Ｙ…液体現像剤貯留部、７２Ｙ…現像ユニット回収路（現像装置回収路）、７３Ｙ…潜像
担持体回収路、７４Ｙ…現像剤タンク、７５Ｙ…現像剤補給路、７６Ｙ…現像剤用ポンプ
、７７Ｙ…キャリア液タンク、７８Ｙ…キャリア液補給路、７９Ｙ…キャリア液用ポンプ
、８１Ｙ…現像剤供給路、８２Ｙ…現像剤供給用ポンプ、１１２…ＣＰＵ（判別手段）、
１３７Ｙ…あふれ板（あふれ部材）、１３８Ｙ…あふれ板駆動モータ（あふれ部材移動手
段）、２３７Ｙ…あふれ量制御スクリュー（あふれ量制御用部材）、２３８Ｙ…あふれ量
制御スクリュー駆動モータ（あふれ量制御用部材駆動手段）３３８Y…撹拌オーガ駆動モ
ータ（撹拌部材駆動手段）                                                        
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